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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第36期
第１四半期
連結累計期間

第37期
第１四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自  平成23年２月21日
至  平成23年５月20日

自  平成24年２月21日
至  平成24年５月20日

自  平成23年２月21日
至  平成24年２月20日

売上高 (千円) 9,590,885 9,785,281 38,696,637

経常利益 (千円) 711,305 405,034 1,968,539

四半期(当期)純利益 (千円) 9,458 226,588 414,383

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 4,476 211,130 432,092

純資産額 (千円) 3,185,186 4,512,000 3,554,884

総資産額 (千円) 25,239,982 26,560,783 24,155,786

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 1.47 33.51 64.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 12.5 16.9 14.6

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第36期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

(連結子会社の吸収合併)

当社は、平成24年３月30日に締結いたしました合併契約書に基づき、平成24年５月18日開催の定時株主

総会の承認のもと、平成24年６月21日をもって、株式会社エイトフーズを吸収合併いたしました。詳細に

つきましては「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項(重要な後発事象)」をご参照下さ

い。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要等により企業収益や個

人消費に一部持ち直しの動きが見られましたが、欧州債務危機問題の深刻化、新興国、特に中国経済の先

行き懸念等を背景とした世界経済の減速懸念や長期化する円高と株価低迷、電力供給問題の影響等から、

国内景気は依然として先行き不透明感が強い状況で推移しました。

このような状況のもと、当社グループは当第１四半期連結累計期間におきまして、新規出店として、３

月にペット専門店「ペットワールドアミーゴ須賀川店」（福島県）を開設する一方、自転車専門店であ

る「Ｏｎｅ'ｓ ｃｙｃｌｅ草加店」及び「Ｏｎｅ'ｓ ｃｙｃｌｅ八潮店」の２店を４月に開設し、当社

グループとして初めて埼玉県に進出いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、

78店舗（食品スーパー部門はホームセンター店舗数に含めております）となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の連結売上

高は97億8千5百万円（前年同期比2.0％増）、連結営業利益は4億2千1百万円（同40.7％減）、連結経常利

益は4億5百万円（同43.0％減）、連結四半期純利益は2億2千6百万円（前年同期は四半期純利益9百万

円）となりました。

　
セグメントの業績は次のとおりであります。

　
〔ホームセンター事業〕

ホームセンター事業は、営業休止店舗を除く既存店ベースで、客単価が前年同期比1.8％増加しまし

たが、客数が同2.2％減少した結果、既存店売上高は同0.4％減少しました。なお、東日本大震災以降営業

休止している店舗及び新店を含めた全店ベースの売上高は前年同期比0.3％減少でありました。

既存店ベースでの商品別販売動向につきましては、春先は低温のため灯油の売れ行きが好調で販売

高は大きく伸長しましたが、利益率としては押下げ要因でありました。しかしながら、前年東日本大震

災及び東京電力福島第一原子力発電所事故による放射能災害の影響により販売不振であった園芸用品

や植物が、除草剤・用土・花苗といった商品を中心に回復し、また復興需要の継続でエクステリア関連

商品や収納用品等の商品売上が伸長しました。
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一方、セグメント利益につきましては、前年東日本大震災により自粛した広告宣伝費が平常ベースに

戻り、また新規出店に備えるため人員増加等の要因により前年に比べ減少しました。

これらの結果、ホームセンター事業における売上高は79億6千9百万円（前年同期比0.3％減）、セグ

メント利益（営業利益）は5億9千4百万円（同30.9％減）となりました。

　

〔不動産事業〕

不動産事業における売上高は2億6百万円（前年同期比4.7％減）、セグメント利益（営業利益）は7

千6百万円（同7.5％減）となりました。

なお、近隣型ショッピングセンター「エイトタウン」は、当第１四半期連結会計期間末において計５

箇所であります。

　
〔その他〕

当事業における売上高は、「Ｏｎｅ'ｓ ｃｙｃｌｅ」を展開する自転車専門店事業の新規出店等に

より、19億5千4百万円（前年同期比11.2％増）、セグメント損失（営業損失）は4千1百万円（前年同期

はセグメント損失2千1百万円）となりました。

　
(注)　当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、

当第１四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

　
(2)財政状態の分析

（資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ24億4百万円増加し、265億6千万

円となりました。この主な要因は、売上高の増加、新株式の発行及び長期借入金の増加に伴う現金及び

預金の増加等であります。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ14億4千7百万円増加し、220億4千8

百万円となりました。この主な要因は、支払決済日が銀行休業日に当たったことによる支払手形及び買

掛金の増加、短期借入金及び長期借入金の増加、未払法人税等の減少等であります。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ9億5千7百万円増加し、45億1千2

百万円となりました。この主な要因は、平成24年４月26日を払込期日とする公募による新株式発行及び

平成24年５月16日を払込期日とする第三者割当による新株式発行による資本金及び資本準備金の増

加、主として売上高の増加に伴う利益剰余金の増加等であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年５月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年７月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,734,000 7,734,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 7,734,000 7,734,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月26日 (注)１1,150,0007,584,000361,2721,256,050361,2721,177,559

平成24年５月16日 (注)２150,0007,734,00047,1221,303,17347,1221,224,682

(注) １　公募による増資　　　　　　発行価格628.30円　資本組入額314.15円

２　第三者割当による増資　　　発行価格628.30円　資本組入額314.15円

　　　　　　　　　　　　　　割当先　大和証券株式会社

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

  平成24年２月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,433,100 64,331
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 900 ― 同上

発行済株式総数 6,434,000― ―

総株主の議決権 ― 64,331 ―

(注) １ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年２月20日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義失念株式が2,900株(議決権29個)含まれ

ております。

３ 平成24年４月26日付の公募による株式の発行（1,150,000株）の実施、平成24年５月16日付の第三者割当によ

る株式の発行（150,000株）の実施により、当第１四半期会計期間末日現在の発行済株式総数は、7,734,000株

となっております。

　
② 【自己株式等】

  平成24年２月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年２月21日

から平成24年５月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年２月21日から平成24年５月20日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,455,273 3,664,660

売掛金 226,114 312,350

たな卸資産 6,145,489 6,777,069

その他 925,755 462,549

流動資産合計 8,752,631 11,216,629

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 15,041,072 15,142,194

減価償却累計額 △7,109,216 △7,240,750

建物及び構築物（純額） 7,931,856 7,901,444

土地 2,038,936 2,038,936

リース資産 750,393 800,418

減価償却累計額 △249,283 △288,822

リース資産（純額） 501,110 511,595

その他 416,805 349,681

減価償却累計額 △253,424 △250,028

その他（純額） 163,380 99,652

有形固定資産合計 10,635,284 10,551,628

無形固定資産

のれん 147,543 129,901

その他 1,178,479 1,173,468

無形固定資産合計 1,326,023 1,303,369

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,158,021 2,226,468

その他 1,302,816 1,281,677

貸倒引当金 △18,990 △18,990

投資その他の資産合計 3,441,847 3,489,156

固定資産合計 15,403,155 15,344,154

資産合計 24,155,786 26,560,783
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,785,206 6,994,038

短期借入金 1,835,000 2,225,000

1年内返済予定の長期借入金 2,164,446 2,232,463

1年内償還予定の社債 110,000 110,000

リース債務 178,177 188,682

未払法人税等 524,084 161,166

その他 1,885,393 1,888,575

流動負債合計 12,482,307 13,799,925

固定負債

社債 325,000 305,000

長期借入金 5,360,553 5,510,318

リース債務 429,102 425,201

長期預り敷金保証金 1,215,597 1,213,764

退職給付引当金 193,417 197,847

役員退職慰労引当金 282,387 286,060

資産除去債務 129,588 131,969

その他 182,947 178,695

固定負債合計 8,118,594 8,248,857

負債合計 20,600,901 22,048,783

純資産の部

株主資本

資本金 894,778 1,303,173

資本剰余金 816,287 1,224,682

利益剰余金 1,820,448 1,976,263

自己株式 △42 △74

株主資本合計 3,531,470 4,504,043

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,624 3,130

繰延ヘッジ損益 △174 －

その他の包括利益累計額合計 17,449 3,130

少数株主持分 5,965 4,826

純資産合計 3,554,884 4,512,000

負債純資産合計 24,155,786 26,560,783
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年５月20日)

売上高 9,590,885 9,785,281

売上原価 6,833,921 7,021,109

売上総利益 2,756,963 2,764,172

販売費及び一般管理費 2,044,727 2,342,300

営業利益 712,235 421,872

営業外収益

受取利息 2,769 2,693

受取手数料 29,356 31,934

その他 27,251 17,623

営業外収益合計 59,377 52,252

営業外費用

支払利息 52,275 45,645

その他 8,032 23,443

営業外費用合計 60,307 69,089

経常利益 711,305 405,034

特別損失

投資有価証券評価損 5,353 －

固定資産除却損 10,233 4,180

災害による損失 437,773 －

災害損失引当金繰入額 155,374 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 56,115 －

特別損失合計 664,849 4,180

税金等調整前四半期純利益 46,456 400,853

法人税、住民税及び事業税 110,954 153,003

法人税等調整額 △76,657 22,401

法人税等合計 34,297 175,404

少数株主損益調整前四半期純利益 12,159 225,449

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,700 △1,138

四半期純利益 9,458 226,588
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年２月21日
　至 平成23年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年５月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 12,159 225,449

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,493 △14,493

繰延ヘッジ損益 810 174

その他の包括利益合計 △7,683 △14,318

四半期包括利益 4,476 211,130

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,775 212,269

少数株主に係る四半期包括利益 2,700 △1,138
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【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年２月21日  至  平成24年５月20日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。　

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年２月21日 
　至　平成23年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年２月21日 
　至　平成24年５月20日)

減価償却費 184,185千円 192,780千円

のれんの償却額 17,642千円 17,642千円

　

EDINET提出書類

株式会社ダイユーエイト(E03350)

四半期報告書

12/20



　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年５月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月17日
定時株主総会

普通株式 38,603 6.00平成23年２月20日 平成23年５月18日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年２月21日  至  平成24年５月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月18日
定時株主総会

普通株式 70,773 11.00平成24年２月20日 平成24年５月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年４月26日を払込期日とする公募による新株式発行により、資本金及び資本準備金がそ

れぞれ361,272千円増加しております。また、平成24年５月16日を払込期日とする第三者割当による新株

式発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ47,122千円増加しております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間において資本金が408,395千円、資本準備金が408,395千円増

加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が1,303,173千円、資本準備金が1,224,682千円となっ

ております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年２月21日  至  平成23年５月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　    (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
ホームセンター

事業
不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,998,401191,2228,189,6231,401,2619,590,885

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

333 25,656 25,989 355,449381,439

計 7,998,735216,8788,215,6131,756,7119,972,324

セグメント利益 861,884 82,764 944,648△21,689 922,959

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットショップ事業、複合商業施設事業、

オフィスサプライ事業、自転車専門店事業、食品スーパー事業、リフォーム事業、ハーブ・花・苗事業、輸入卸売事

業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　   (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 944,648

「その他」の区分の利益 △21,689

セグメント間取引消去 8,747

全社費用(注) △219,470

四半期連結損益計算書の営業利益 712,235

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年２月21日  至  平成24年５月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　    (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
ホームセンター

事業
不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,968,763189,3388,158,1021,627,1799,785,281

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

248 17,220 17,468 327,469344,937

計 7,969,012206,5588,175,5701,954,64810,130,219

セグメント利益 594,814 76,526 671,340△41,302 630,037

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットショップ事業、複合商業施設事業、

オフィスサプライ事業、自転車専門店事業、食品スーパー事業、リフォーム事業、ハーブ・花・苗事業、輸入卸売事

業等を含んでおります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　   (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 671,340

「その他」の区分の利益 △41,302

セグメント間取引消去 13,052

全社費用(注) △221,218

四半期連結損益計算書の営業利益 421,872

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、従来、「ホームセンター事業」に含めておりましたオフィスサプライ

事業、自転車専門店事業を、「その他」の区分に変更しております。これは、当社の組織改編に伴い経営資

源の配分決定及び業績評価をするために、定期的に検討を行う対象を変更したことによるものでありま

す。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年２月21日
至  平成23年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年２月21日
至  平成24年５月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 1円47 銭 33円51 銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 9,458 226,588

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 9,458 226,588

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,433,942 6,761,677

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　
(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年２月21日　至　平成24年５月20日)

(連結子会社の吸収合併)

当社は、平成24年３月30日に締結いたしました合併契約書に基づき、平成24年５月18日開催の定時株主総会の承

認のもと、平成24年６月21日をもって、株式会社エイトフーズを吸収合併いたしました。

１. 合併する相手会社の名称

株式会社エイトフーズ 　
２. 合併の方法

当社を存続会社とする吸収合併方式、株式会社エイトフーズは解散いたしました

３. 合併後の会社の名称

株式会社ダイユーエイト

４. 合併に係る割当の内容

株式会社エイトフーズは、当社の100％子会社であるため本合併による新株式の発行及び資本金の増加

並びに合併交付金の支払いはありません

５. 相手会社の主な事業内容及び規模

①売上高 1,776,703千円(平成24年２月期)

②当期純損失 △2,466千円(平成24年２月期)

③資産の額 228,009千円(平成24年２月20日現在)

④負債の額 319,565千円(平成24年２月20日現在)

⑤純資産の額 △91,555千円(平成24年２月20日現在)

⑥資本金の額 80,000千円(平成24年２月20日現在)

⑦事業の内容 食品スーパー事業 　

６．合併の効力発生日

平成24年６月21日

７．会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配

下の取引として会計処理いたしました。
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当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年２月21日　至　平成24年５月20日)

(多額の借入契約)

当社は、平成24年６月１日開催の取締役会の決議に基づき、資金調達の機動性及び効率性、並びに中期的な財務

の安定性を確保することを目的として、平成24年６月22日にコミットメントライン契約を締結いたしました。

①契約金額 5,000,000千円

②契約期間 平成24年６月22日より

　 平成26年６月20日まで

③借入利率 全銀協日本円Tibor+0.5％

④契約形態 シンジケーション方式コミットメントライン

⑤金融機関 株式会社みずほ銀行

　 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

　 株式会社東邦銀行

　 株式会社三井住友銀行

　 株式会社商工組合中央金庫

　 株式会社常陽銀行

　 株式会社七十七銀行

　 株式会社福島銀行

　 株式会社北日本銀行

⑥担保提供資産 無担保
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月４日

株式会社ダイユーエイト

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴　木　和　郎    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    満　山　幸　成    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ダイユーエイトの平成24年２月21日から平成25年２月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間(平成24年２月21日から平成24年５月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年２月21日から平成
24年５月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイユーエイト及び連結子会社の平
成24年５月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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